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感情や自己肯定感に関する意識調査」を行っている。調査の対象は、東京都における 小学校第 1 学
























   
【図 1】自尊感情測定尺度の因子別の比較（東京都教職員研修センター，2008） 
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験」や「2 分の 1 成人式｣、｢未来の自分への手紙」として、自尊感情を高めるためのプログラムが積
極的に取り入れられるようになってきている。 
















RL の効果について、春口（1995）は、①文章による感情の明確化 ②自己カウンセリングの作用 





 交流分析は、1957 年にバーン（Eric Berne）が創始した心理療法である。人と人との交流に主眼を
置き、｢今、ここで」の「気づき」を大切にすることを目的としている。 
 交流分析では、人は誰でも 3 つの自我状態から構成されていると考える。｢親（P＝Parent)｣、｢大
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の 2 つに、子どもの自我状態は、｢自由な子ども（FC：Free Child)」と「順応した子ども（AC：Adapted 




本（2012）は、RL では自己理解や他者理解、自由な自己表現を行えることによって、高い CP は低



















｢CP の上昇と下降、NP の上昇、A の上昇、FC の上昇」が見られるとまとめている。 
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2. エゴグラムについて 
（1）極端に CP の高い生徒は、CP が低下し NP が上昇するだろう。 









 公立 N 中学校に在籍する 1 年生と 2 年生の生徒 計 178 名のうち、誤回答・無回答のある者を調査






群は 61 名とした。【表 1】 
 
【表 1】調査対象者 
群 性別 1 年生 2 年生 計 
実施群 
 
男子 14 7 21 
女子 20 11 31 
統制群 
 
男子 20 11 31 
女子 20 10 30 




 RL は、2013 年 5 月中に 2 回、2013 年 10 月中に 2 回の計 4 回行った。｢道徳」もしくは「総合」
の授業を用いて行われ、1 回あたりの実施時間は 10 分ほどであった。 
 自尊感情測定尺度の査定ならびにエゴグラム・チェックリストの査定、アンケート、クラス担任へ
中学生の自尊感情へのロールレタリングによるアプローチ 





2013 年 4 月 自尊感情測定尺度、エゴグラム・チェックリスト 1 回目 
2013 年 5 月 RL １回目 
2013 年 5 月 RL  2 回目 
2013 年 7 月 自尊感情測定尺度、エゴグラム・チェックリスト 2 回目 
2013 年 10 月 RL  3 回目 
2013 年 10 月 RL  4 回目 
2013 年 10 月 自尊感情測定尺度、エゴグラム・チェックリスト 3 回目 
2013 年 10 月 生徒へのアンケート 
2013 年 10 月 クラス担任への質問紙調査 









    
（2）生徒へのアンケート 
 
RL がすべて終了した後に、実施群の生徒 89 名に対し、最終アンケートへの記入を依頼し、質
問項目と自由記述による感想を求めた。 
    
（3）クラス担任への質問紙調査 
 
実施群・統制群両方のクラス担任 6 名を対象に、筆者が作成した SD 法のアンケートを RL 実
施前後で行った。 
創価大学大学院紀要・第 36 集・2014 年 12 月 
－ 368 － 
（4）クラス担任へのインタビュー 
 




 RL の実施には、筆者が作成した「手紙シート」を使用した。2 回の手紙で 1 往復とする全 6 回を









【表 3】RL の実施内容 
回数 実施月 手紙のテーマ 
第 1 回 2013 年 5 月 「お父さん／お母さんへ」 
第 2 回 2013 年 5 月 「お父さん／お母さんから自分へ」 
第 3 回 2013 年 10 月 「未来の自分へ」 
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（2）エゴグラム・チェックリスト（中高生用） 
本尺度は、成人用をもとに、杉田ら（1982）が中高生用に開発したものである。50 項目から











自尊感情測定尺度 22 項目、エゴグラム・チェックリスト 50 項目に関して、天井効果とフロア
効果の検討を行った結果、自尊感情測定尺度のうち 4 項目に天井効果がみられた。フロア効果は







別では、1 年生において、1 回目と 3 回目に 5％水準で有意差がみられた。（t＝-2.065，df＝33） 
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エゴグラム・チェックリストの「CP」因子において、1SD 以上を CP 高群 8 人とした。 
仮説 2－（1）について、｢CP」因子における t 検定を行った結果、1 回目と 2 回目に 5％水準
で、1 回目と 3 回目に 1％水準で有意差がみられた。(t＝3.752，df＝7） 




エゴグラム・チェックリストの「AC」因子において、1SD 以上を AC 高群 9 人とした。 
仮説 2-（2）について、｢AC」因子における t 検定を行った結果、有意差はみられなかった。





【表 5】【表 6】【表 7】 1 つの RL について、主に書かれている内容 2 つのコードを選択した。 
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 過去の振り返り 1.6％ 
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実施群の生徒 89 名へのアンケートの集計を行った。｢RL に関するアンケート」では、質問項目に
関する第 1 位の回答には数字（％)、第 2 位の回答には数字（％）で結果を記した。【表 8】 




はすべて、1 つの回答に対して 1 つのカテゴリーに分類を行った。回答の多い順に記す。【表 9】【表
10】【表 11】【表 12】【表 13】【表 14】 
 











1 手紙を書くことは楽しかった 10.1  19.1  33.7   10.1  27.0 
2 手紙を書いて、気持ちがすっきりした 13.5  15.7  38.2   12.4  20.2 
3 手紙では、普段言えないような感謝や反省 
などの素直な気持ちを言えた 
30.3  23.6  27.0    9.0  10.1 
4 手紙では、普段言えないような怒りや悲しみ 
などのモヤモヤした気持ちを言えた 
21.3  20.2  30.3   13.5  14.6 
5 手紙を書いて、自分の気持ちが分かった 16.9  27.0  25.8   10.1  20.2 
6 手紙を書いて、相手の気持ちが分かった 12.4  12.4  42.7   13.5  19.1 
7 手紙を書いて、これからは相手に、自分の 
気持ちを話してみようと思った 
10.1  27.0  28.1   14.6  20.2 
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 各クラス担任の先生において、｢RL を行った時の生徒の反応｣、｢RL を行っている時のクラスの雰
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1 年 1 組 





1 年 4 組 
1 回目の RL を行う時に、クラス担任が生徒に、自身の子どもからもらった手紙についてのエピ
ソードを語った。生徒は真剣に聞いており、拒否する反応はなく受け入れは良かった。2 回目の RL







2 年 2 組 










1. 仮説 1 の検証：自尊感情得点の変化 
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定尺度の質問紙を行う回数が多く、生徒が慣れてしまったことが考えられる。RL は本来、3 か月間で








 また、自尊感情測定尺度の質問紙への生徒たちの慣れも考えられる。本来は、質問紙を RL の実施
前と実施後の 2 回行う予定であった。しかし、夏休みを挟んでしまったため、実際の質問紙調査は、
RL 実施前、夏休み前、RL 実施後の計 3 回となった。質問紙「自分についてのアンケート」は、自尊
感情測定尺度に関する質問 22 項目と、エゴグラム・チェックリストに関する質問 50 項目が一緒にな
っている。質問項目の量が多いことから、3 回行うことで、質問紙への生徒の慣れや面倒くささがあ













 以上のことが、本研究で仮説 1 が支持されなかった要因として考えられる。 
 
2. 仮説 2 の検証：エゴグラム得点の変化 
 
 仮説 2「 エゴグラムについて（1）極端に CP の高い生徒は、CP が低下し NP が上昇するだろう （2）
極端に AC の高い生徒は、AC が低下し FC が上昇するだろう」に関して、エゴグラム得点を RL 実施
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前と実施後で比較した。その結果、極端に CP の高い生徒は、CP の値は、RL 実施 1 回目と 2 回目、
1 回目と 3 回目に有意に低下がみられた。しかし、NP の上昇はみられなかった。また、極端に AC
の高い生徒は、AC 高群における因子ごとの得点においては、AC が低下し FC が上昇するような有意
な結果は得られなかった。ゆえに、仮説（1）の極端に CP の高い生徒は、CP が低下するという部分
的支持にとどまる。 
 要因を 2 つの観点から考える。まずひとつめに、有意な結果が得られた CP 高群における CP の値
の変化について述べる。1 回目と 2 回目で CP の値が低下し、2 回目と 3 回目は変化がなかった。一






















 以上のことが、本研究で仮説 2 が支持されなかった要因として考えられる。 
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3. RL の内容の検討 
 
 全 4 回行った、RL の内容を検討する。RL のテーマは、1 回目は「お父さん／お母さんへ｣、2 回目
は「お父さん／お母さんから自分へ｣、3 回目は「未来の自分へ｣、4 回目は「未来の自分から今の自
分へ」であった。 









2 回目の「お父さん／お母さんから私へ」の RL では、｢『私』への期待や願い｣、｢正当性の訴えや




どといった愛情が、基にあることが分かる。1 回目の RL の返信という設定であるため、同じ事柄に
対する相手の意見を、相手の立場になって表せていた。RL の効果でもある他者理解が行えていると
読み取っても良いだろう。 




4 回目の「未来の自分から今の自分へ」の RL では、3 回目と同様に、全体の約半数の生徒が「『私』
への期待や願い」を書いていた。例えば、｢僕がラクに暮らせるように、いい子になってください（男
子)｣、｢これからいろいろあるだろうけど、がんばれ（女子)」などである。3 回目の RL で将来の自
分をイメージし、そのために今やるべきことを考えたり明確にしたりできたのかもしれない。 
3・4 回目の RL は、1・2 回目に比べ、全体的に書かれた文章量が少なかった。｢お父さん｣・｢お母
さん」という身近な存在から、想像しながら書く必要がある「未来の自分」は、テーマが難しかった
のかもしれない。しかし、3 回目の RL で夢を描き、4 回目の RL で今の自分がすべきことが多く書か
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も繰り返し話されていた。しかし、1 年 4 組の日記のエピソードにもあるように、日ごろから数行で
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本研究では、RL は 4 回の実施となったが、生徒は 1 回目の RL から、自分の気持ちや思いを表現



















 2 つめに、RL に関しては、クラス担任に詳しい説明を行う必要があったと感じた。RL の意義や目
的については、｢研究計画書」として、先生方に前もってお渡ししていた。しかし、まだあまり馴染み
のない RL をクラス担任はイメージしづらかったように感じた。生徒に実施する前に、クラス担任に
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に配慮する必要があった。RL を行うにあたって、両親のどちらもいない生徒はいないことは、副校
長先生に確認していた。しかし、今回実施群の生徒の中には、母親を亡くしたばかりの生徒もいたと
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